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野田市教育委員会規則第１号

野田市教育委員会職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則の一

部を改正する規則

野田市教育委員会職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則（昭和６０年

野田市教育委員会規則第１２号）の一部を次のように改正する。

第４条の５第７項第２号中「、条例第４条の２第３項の規定による請求にあ

っては３歳に、同条第４項の規定による請求にあっては」を削る。

第５条第１項ただし書中「１暦年」を「一の年度」に、「その年」を「その

年度」に改め、同項の表中「その年」を「その年度」に、

「 「

」 」

「 「

」 」

を「年度内」に、「翌年」を「翌年度」に改める。

第５条の２第１項中「当該年」を「当該年度」に改め、同条第２項中「１暦

年」を「一の年度」に改める。

１月

を

４月

に、

２月 ５月

３月 ６月

４月 ７月

５月 ８月

６月 ９月

７月

を

１０月

に改め、同条第４項中「年内」

８月 １１月

９月 １２月

１０月 １月

１１月 ２月

１２月 ３月



第８条第２項中「１月２日」を「４月２日」に改める。

別表第２第１７号及び第２１号中「一の年」を「一の年度」に改め、同表第

２２号中「看護」を「看護等」に、「又は疾病」を「、疾病」に改め、「受け

させること」の次に「又は感染症による学級閉鎖等に伴うその子等の世話」を

加え、「一の年」を「一の年度」に改め、同表第２３号及び第２４号中「一の

年」を「一の年度」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この規則は、令和７年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公

布の日から施行する。

（経過措置）

２ この規則の施行の日（以下「施行日」という。）以後の日を時間外勤務制

限開始日とする野田市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び野田

市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（令和７年野田市条

例第６号）第１条の規定による改正後の野田市職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例（昭和６０年野田市条例第１７号）第４条の２第３項の規定

による請求（３歳から小学校就学の始期に達するまでの子を養育するために

行うものに限る。）を行おうとする職員は、施行日前においても、同条及び

この規則による改正後の野田市教育委員会職員の勤務時間、休日、休暇等に

関する規則（以下「新規則」という。）第４条の５の規定の例により、当該

請求を行うことができる。

（令和７年度における年次休暇に係る特例措置）

３ 施行日前から引き続き在職する職員に対する令和７年度における新規則第

５条第１項の規定の適用については、同項中「２０日」とあるのは、「５日」

と読み替えるものとする。

４ 施行日前から引き続き在職する職員の年次休暇については、新規則第５条

第４項の規定にかかわらず、当該職員におけるこの規則による改正前の野田

市教育委員会職員の勤務時間、休日、休暇等に関する規則第５条第１項の規

定により令和７年に付与された年次休暇（以下「令和７年年次休暇」という。）

の日数に同条第４項の規定により令和７年に繰り越された年次休暇（以下「



令和６年年次休暇」という。）の日数を加えて得た日数から令和７年１月１

日から同年３月３１日までの間に当該職員が使用した年次休暇の日数を減じ

て得た日数を令和７年度に繰り越すことができる。この場合において、令和

６年年次休暇は、令和７年１２月３１日限り、その効力を失う。

（令和８年度における年次休暇に係る特例措置）

５ 前項本文の規定の適用を受けた職員の年次休暇については、新規則第５条

第４項の規定にかかわらず、当該職員における前項本文の規定により令和７

年度に繰り越した年次休暇（令和７年年次休暇に限る。）に附則第３項の規

定により読み替えて適用する同条第１項の規定により令和７年度に付与され

た年次休暇の日数を加えて得た日数から令和７年４月１日から令和８年３月

３１日までの間に当該職員が使用した年次休暇の日数を減じて得た日数及び

前項後段の規定の適用により効力を失った令和６年年次休暇の日数を減じて

得た日数を令和８年度に繰り越すことができる。

（補則）

６ 第２項から前項までに定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事

項は、別に定める。


